












































































測定項目 測定装置 型番 測定点 マーク 測定方法
日射量 日射計 CMP-3 2 ◎ 1分間隔
室内温度湿度 温湿度計 HF-433WBD2X1XX 5 ▲ 1分間隔
集熱板温度 T型熱電対 T-CC 8 ■ 1分間隔
ダクト内温度 T型熱電対 T-CC 8 □ 1分間隔
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●風量は平均572m3/hであり、設計風量とほぼ同量。
●水平面全天日射量と比較すると、2倍近い日最大日
射量が取得。
●平均の集熱効率は0.57で、一般的な集熱システム
の集熱効率とほぼ同等な値。
第16回 南極設営シンポジウム
19 まとめ
①自然エネルギー棟で計測した日射量、温度・湿
度、集熱板温度、集熱ダクト内温度を示した。また、
ダクト内風量（風速）を計測・整理し、集熱パネルの
集熱量Qを求めた。
②2階の旅行準備室へ繋がるF－7パネルは、平均
の集熱効率が0.57で、一般的な太陽熱集熱システ
ムの集熱効率と同等であることが確認できた。給
気ファン風量(H－7)は、ほぼ設計風量通りであった
ためと考えられる。
③F－7パネルの日最大日射量は、水平面全天日
射量の2倍近くになる場合もあることが確認できた。
第16回 南極設営シンポジウム
20 今後について
壁面に取り付けた集熱パネルの場合、集熱板の
種類、給気量、日射吸収率、面積等、様々な条件
により集熱性能が変化する。
今回は、日最大日射量,全天日射量と集熱効率の
関係を示したが、今後は、風速・風向、日照時間、
外気温度、天候、全天日射量等の気象条件で、集
熱量がどの程度の影響を受けるかを明確にする必
要がある。
